
皆さん、こんにちは。環境省環境保健部の立石といいます。今日は、先生方の講演の間
ではございますが、簡単に環境省から「化学物質の内分泌かく乱作用に対する環境省の対
応」ということで、どんなことを環境省が現在取組んでいるのかという話をさせていただ
きたいと思っております。よろしくお願いします。
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まず、こちらは昔から示されている図ですが、環境庁、そして環境省の化学物質の内分
泌かく乱作用に関する取組みになります。もともと平成10年に「環境ホルモン戦略計画
SPEED’98」というプログラムを作りまして、内分泌かく乱作用に関する取組みをしてきま
した。その後、平成17年に「ExTEND2005」というプログラムに変えまして、その後概ね
５年ごとに「EXTEND2010」、「EXTEND2016」という取組みをしております。最新のも
のは平成28年6月に出した「EXTEND2016」というプログラムでありまして、これに基づ
いて現在取組みを行っております。
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これは日本における内分泌かく乱物質の定義です。endocrine disruptorsとかendocrine 
disrupting chemicalsといいますが、日本では、先ほども紹介がありましたが、WHOの定義

、内分泌系の機能に変化をもたらして、その結果として、有害な健康影響をもたらす外因
性の物質という定義を使っております。なので、有害性と内分泌系の関係がしっかり示さ
れていないといけないということで、なかなかこの定義を満たすかどうかというのは難し
い問題なのかなと思っています。
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次の２枚では簡単に海外の動向をお示ししますが、こちらの２枚については、お二人の
先生方からもうお話しいただいたので、簡単に説明します。

欧州では、先ほど言った「内分泌かく乱物質」が規制の対象に位置付けられておりまし
て、ガイダンスができていて、パブリックコメントがされています。そして、高懸念物質
としてノニルフェノール等の11物質が選定されているという状況になっています。
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一方、米国では、こちらも先ほどお話がありましたが、EDSPといわれるスクリーニン
グプログラムに基づいて実施されているという状況です。その他にもWHOとか、SAICM、
OECDそれぞれで内分泌かく乱作用に対する試験法とか評価が進んでいるところです。
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こちらは、我々の「EXTEND2016」ですが、平成28年6月に策定されました。この
EXTEND2016はどういう意味かといいますと、Extended Tasks on Endocrine Disruptionの
頭文字をとって2005年から続けておりまして、直前のEXTEND2010のプログラムを整理統
合し、必要な部分について改善を加えて、今後５年間、2021年ぐらいを見据えた新しいプ
ログラムとなっております。

目標としては、化学物質の内分泌かく乱作用に伴う環境リスクを適切に評価し、それに
応じて管理していくということを目標としております。

その中では、リスク管理に向けた議論を深めていくということも重要ですし、国際的な
協力、欧米を含めて進めていますし、国際的な検討状況に常に留意しながら成果を最大限
に活用していくということをもって我々のプログラムを実行しております。
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これがEXTEND2016における取組みの概念図になります。まずは試験法の開発、これは
後ほどお話ししますが、OECDテストガイドラインというのも日本でも開発して採用され

たものが幾つかあります。そして、その中から、試験法があるものについては、作用・影
響評価を実施しまして、さらに環境省では別途実施している環境中濃度の実態を把握しま
して、この２つから有害性の評価、ばく露評価、この２つを掛け合わせて、最終的にはリ
スク評価、さらにリスク管理をしていくというようなプログラムになっています。その他
に作用に関する知見の収集とか、国際協力及び情報発信の推進というのがありまして、今
日のこのセミナーは、国際協力、さらに情報発信の部分を担うセミナーであると考えてお
ります。
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次に評価の考え方です。基本的に環境省で実施している評価の対象生物というのは水生生物
になりますので、魚類、両生類、無脊椎動物になります。主なものを言いますと、メダカとか
カエルとかミジンコというような生物になるかと思います。

次に、ホルモンというのは、50種類ぐらい人間の中にありますが、対象とする影響について

は、基本的には生殖に及ぼす影響としてエストロゲン様、抗エストロゲン様、アンドロゲン様
、抗アンドロゲン様作用、発達（変態等）に及ぼす影響として甲状腺ホルモン様、抗甲状腺ホ
ルモン様作用、成長に及ぼす影響として幼若ホルモン様作用とか脱皮ホルモン様ホルモン作用
というのを触れています。この辺は基本的に試験法が既に一部というのもありますが、できて
いる作用になります。

検討対象物質の選定の方法になりますが、これはEXTEND2010のときからこの体制になっ

ております。環境リスクが懸念される物質を効果的に抽出する必要がありますので、まずは最
初、国内の調査で検出される物質を母集団としました。その後、必ずしも検出されていない物
質も今は含まれておりますが、最初はこういう母集団を抽出しました。それらの有害性に着目
して既存知見を整理して、関連性が認められる物質かどうかを論文とかを含めて調査するとい
うのが最初になります。その中で、有害性がありそうだという物質について試験を実施して評
価していくという枠組みになっております。

EUと米国と比べると、米国に近いようなプログラムとなっております。

さらに試験についても２段階の試験・評価の枠組みをしておりまして、第１段階としては、
試験管内試験という試験の中では一番簡単な試験を実施して、その結果を踏まえて生物試験を
しますし、生物試験においても短期の試験と長期の試験を順々にやっていって、それぞれ優先
順位を決めて実施していくというプログラムになっております。
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こちらはかなり見にくい図ですが、最初のどうやって対象物質を選定していくかという
話になります。細かくて申し訳ないのですが、まずは環境中で検出された物質であるとか
、検出はされないけれども、PRTRから排出量が多いといわれているような物質をまずは母

集団としております。それらの物質について、それぞれ各種日本語、英語を含めて文献検
索を行いまして、それを評価します。その中で、いろいろな試験がされているので、その
論文等の記載が十分であって、その評価が正しいだろうといわれたものについては、「内
分泌かく乱作用に関する試験対象物質となり得る物質」として次のステップへ進むことと
していますし、もしそこでそういう影響がみられなかった場合には、その時点では「現時
点では試験対象物質としない物質」として整理しておりまして、もし新たな何かがあった
場合には、ここからさらにもう一度評価をして、こちらにいくのか、まだ対象とならない
物質なのかを決めることができるようなプログラムとなっております。
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次にどういうふうな形で進めていくかというフロー図になります。ここでは生殖に及ぼ
す影響としてのエストロゲン様作用、抗エストロゲン様作用、アンドロゲン様作用の３つ
についてのフロー図を示しておりますが、他の甲状腺ホルモンとか幼若ホルモンについて
も似たようなフローとなります。

先ほどの文献調査で「対象となり得る物質」となった場合には、まず知見の整理をして
、その中でも試験管内試験とか短期の生物試験がされているのであれば、それを評価しま
すが、やられていないことが多いので、基本的にはまず試験管内試験を実施します。生殖
に及ぼす試験については、基本的には日本ではメダカの受容体を使って試験を実施して、
その試験で陽性の結果が得られた場合には、次に優先順位を付けまして、まずメダカの短
期の試験を実施する。それを評価しまして、その評価によって、その時点ではそれ以上の
試験は要らないということであれば保留となりますし、リスクがまだ十分残っているとい
うのであれば、長期の試験、有害性の確認の試験に行く。それがメダカ拡張１世代繁殖試
験、MEOGRTと呼んでいますが、それが日本と米国でテストガイドラインにしたものにな

りますが、こちらを実施して、さらに有害性評価をして、その結果をもとに保留にするの
か、さらにリスク評価の枠組みへ進むのかということになります。
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開発済みの試験法として、先ほどのMEOGRTと、両生類におけるLAGDAというのが日
本と米国から提案してOECDで採択されております。また、それ以外に作用についても今
OECDでプロジェクト化しておりますし、先ほど先生からもお話がありましたミジンコに
ついても長期試験を少し検討しているような状況になります。
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これも字ばかりで申し訳ないのですが、まず175の物質を選定しまして、そのうち106物
質が「試験対象物質となり得る」ということで順次進めております。これは見にくいので
次のスライドにいきます。
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こちらでいくと、106物質が「対象物質となり得る」となりましてので、次に進んでおり
まして、そのうちの66物質について試験管内試験を実施して、そのうち25物質を生物試験
、短期試験を実施して、15物質は何らかの影響が出たということです。そのうち、現在、
長期試験はなかなか大変なので、まだ２物質しか終わっていないのですが、4-ノニルフェ
ノールとビスフェノールＡについて長期の生物試験を実施しました。

13



こちらは、一番最初にあった4-ノニルフェノール分岐型の試験結果ですが、F0世代、F1
、F2と３世代やっていくのですが、F1世代において10週のときの全長とか体重で影響がみ

られたり、一番大事なのは、総産卵数、受精卵数というのが一番低い濃度でもコントロー
ルと比べて影響が出たということで、その作用が認められたということになります。
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実はまだ175物質あるうちの一部でしかないのですが、これらの進捗状況については、現

在ホームページで公開しておりますので、このページを見ていただけると、どの物質がど
の状況までいったかというのがわかるようになっております。
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最後に幾つか国際的な協力というのを示します。日英共同研究、日米二国間協力の２つ
を実施しておりまして、それぞれ大臣同士の会議の中から始まりまして、５年ぐらいを単
位として実施しておりまして、日英に関しては昨年、横浜で19回目の会議を実施しました
し、日米の方はOECDのテストガイドラインとかを作ってきた経緯がありますので、その
手法についての開発の情報交換を実施しているところでございます。
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最後に今後の対応ですが、これまでの基本的な考え方、今まで説明してきた流れを踏襲
して着実に実施していくということになるかと思います。

対象物質の選定方法についても今までのままでいいのかということもありますので、そ
の手法の検討も並行して進めております。

そしてリスク評価、リスク管理というところが一番これから大事になってくるのかなと
考えております。
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御清聴ありがとうございました。
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